
 2026年度事業計画

I.　公益財団事業計画と予算の議決及び事業報告と決算の承認等

執行
担当

定款 執行内容（定款条文の要点抜粋と関連重要事項）
準備
担当 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

評
　
議
　
員
　
会

 16 条
 17 条

第16条（権限）
　(1)理事及び監事の選任又は解任　(2)理事及び監事の報酬
　等の額　(3)賃借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算
　書）の承認　(4)定款の変更　(5)残余財産の処分　(6)基本
　財産の処分又は除外の承認　(7)その他評議員会で決議する
　ものとして法令又はこの定款で定められた事項
第17条 （開催）
　評議員会は、定時評議員会として毎年度 6 月に 1 回開催す
　るほか、必要がある場合に開催する。

総
　
務
　
局

理
　
事
　
会

  8 条
　9 条
 31 条

理事会の承認事項
第8条　(1)事業計画書、(2)収支予算書、(3)資金調達、
       (4)設備投資見込み
第9条　(1)事業報告　(2)事業報告の附属説明書　(3)貸借
　　　　対照表　(4)損益計算書（正味財産増減計算書）
　　　 (5)貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）
　　　　の附属説明書　(6)財産目録
理事会の職務
第31条 (1)この法人の業務執行の決定　(2)理事の職務の執行
　　　  の監督　(3)理事長、副理事長、及び常務理事の選定
        及び解職

総
　
務
　
局

　　

常
　
務
　
理
　
事
　
会

 24 条
 1～3項

常務理事は理事会の議決に基づき日常の事務に従事する。
常務理事は理事会の承認に基づく下記事業計画の推進に
務める。
重要事項
1. 機関誌 腸内細菌学雑誌の発行・配布及び英文合同誌
   Bioscience of Microbiota, Food and Healthの 編集協力
2. 期待される機関誌にするための諸施策への取組み
3 ホームページの改訂・充実
4. 腸内細菌学会の準備・開催
5. IMS研究奨励賞の選考及び授与
6. 企画総務国際委員会の審議に基づき、財団の将来的な方向性
に
   関する検討
7. その他財団の運営に関する事項の決定

総
　
務
　
局
　
・
　
各
　
委
　
員
　
会

第 1 回理事会

1. 左記 9 条の
(1)～(6)項の審
議、承認

第 3 回理事会
1. 当年度事業経過及び
財政状況の報告

2. 左記 8 条の次年度に
関する(1)～(4)項の審議、
承認

第 1 回常務理事会

1. 前年度事業，収支決算確認
2. 第30回腸内細菌学会準備確認

第 2 回常務理事会
1. 腸内細菌学会総括
2. 事業遂行予定討議

第 3 回常務理事会
1. 事業遂行状況確認
2. 財務状況確認
3. 当年度決算見込み確認

第 4 回常務理事会
1. 次年度事業，予算素案討議
2. 財務状況確認

第 5 回常務理事会
1. 次年度事業，予算修正案討議

第 6 回常務理事会
1. 次年度事業計画，予算案決定
2. 当年度事業遂行状況確認

定時評議員会
1. 左記の第 16 条に記載の (1)～(7)
項に関しての審議、承認。

第 2 回理事会

1. 当年度事業経過の報告
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II.　事業計画－ 1

執行
担当 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

編
　
集
　
委
　
員
　
会

情
報
広
報
委
員
会

事　業　計　画　内　容

1. 出版・情報提供事業
　国内外の腸内細菌学研究の展開は目を見張るものがあり、主要な細菌のゲノ
ム解析は一段落し、プロテオーム、メタボロームといった解析へと急速に進ん
でいる。また、腸内細菌叢の持つ機能は既に一般の人々にも浸透してきてお
り、この分野の研究成果に対する期待は高く、より高度な専門性と学際性が要
求されている。このような観点から、当財団は和文誌「腸内細菌学雑誌」を刊
行し、英文誌「Bioscience of Microbiota, Food and Health」の編集に協力し
ている。
以下、今年度の計画案を示す。
1）「腸内細菌学雑誌」の発行
　本誌は、原著、総説、研究室紹介、特許情報などを掲載してきた。今年度も
ワーキンググループによる更なる内容の精査・検討を重ね、より魅力的な内容
をもった機関誌として発展させていく方針である。なお、総説では、2024年度
（40巻1号）から開始した特集「日本人の腸内細菌叢に関するコホート研究の進
展」は2025年度で終了し、2026年度から「腸内以外の細菌叢と疾患」の新特集
を掲載する計画である。
2）“Bioscience of Microbiota, Food and Health”（BMFH)の編集協力
　BMFHは腸内細菌学会、日本乳酸菌学会および日本食品免疫学会の三団体合同
機関誌として発足した。2019年にImpact Factor（2.488)の取得を行い、その後
順調に投稿数を増やしている。2024年度はIF2.9の評価を得たが、引き続きIFの
維持・向上に努力する。
　本誌の発行には上記三団体が共同で設立した「BMFH出版会」があたる。当財
団編集委員会は当財団から選出されたBMFH誌編集委員と協力して、質の高い原
著や総説の掲載とその原稿の確保に努力する。

2. 情報提供事業
(1) ホームページの見直しと充実を進め、アクセス数の拡大を進める。
(2)“用語集”や“よくある質問”など情報提供内容の充実、整理（用語集のコ
ンテンツ作成など）を行い，項目を増やすことにより、財団事業に関連する学
術的な情報を充実する。
(3)年2回の定例情報広報委員会と、メールによる情報交換により、ホームペー
ジの定期的な情報更新と迅速な対応を行う。
(4)メーリングリストにより，随時当学会に関連する学術情報発信を会員向けに
行い、必要があれば臨時の情報委員会を招集し対応する。

英文誌
34巻

2号配布

英文誌
34巻

3号配布

英文誌
34巻

4号配布

英文誌
35巻

1号配布

編 集
委員会

情報広報
委員会

編 集
委員会

編 集
委員会

編 集
委員会

和文誌
29巻

4号発行

和文誌
30巻

1号発行
配布

英文誌
45巻

2号発行
の協力

英文誌
45巻

3号発行

の協力

英文誌
45巻

4号発行
の協力

英文誌
45巻

1号発行の

協力

編 集
委員会

編 集
委員会

編 集
委員会

編 集
委員会

和文誌
40巻

3号発行
配布

和文誌
40巻

4号発行
配布

和文誌
41巻

1号発行
配布

情報広報
委員会

和文誌
40巻

2号発行
配布
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II.　事業計画－ 2

執行
担当 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

倫
理

委
員
会

学
　
術
　
委
　
員
　
会

1. 学術集会事業
1)学会の開催
当財団事業の目的は宿主と微生物との関係に関する研究の学際的な取組みを産
学が協同して支援することにある。本事業は機関誌の発行と並んで当財団の重
要事業である。
(1) 本年度の第30回腸内細菌学会学術集会開催要項
日時：2026年6月9日（火）・10日（水）
会場：タワーホール船堀（現地開催予定）
大会長：長岡　正人（ヤクルト本社中央研究所)
メインテーマ：
『マイクロバイオーム研究の未来地図 －腸内細菌とともに拓く次世代医療－』
構成：
・特別講演1、2：神谷 茂（杏林大学)、梅﨑 良則（腸内細菌学会 前総務主
幹）
・海外特別講演：Clara Belzer（Wageningen University & Research）
・シンポジウム1『腸内細菌叢のダイナミクス：発達・加齢と健康への影響を探
る』
  　　１．河本 新平（東北大学）
　　　２．中山 二郎（九州大学）
　　　３．明和 政子（京都大学）
　　　４．天本 隆太（ヤクルト本社中央研究所）
　　　５．宮本 潤基（東京農工大学）
・シンポジウム2『マイクロバイオームを活用した疾患制御と
　　　　　　　　ウェルビーイング創出』
　　　１．小山 正平（国立がん研究センター）
　　　２．北本  祥 （大阪大学IFREC）
　　　３．松岡 悠美（大阪大学IFREC）
　　　４．柳原  格 （大阪母子医療センター）
　　　５．石川  大 （順天堂大学）
・腸内細菌学会研究奨励賞受賞講演
　　1_(基礎部門)
　　2_(臨床・応用部門)
・市民公開講座  6月9日（火）
　　『腸内細菌と運動』
　　   1.青栁 幸利（東京都健康長寿医療センター）
　　　 2.横山 幸浩（名古屋大学 大学院医学系研究科）
・若手ワークショップ（若手あるいは萌芽的研究:8題程度、口頭発表+ポスター発
表）
・ワークショップ（一般)（20題程度、口頭発表）
　※若手ワークショップより最優秀発表賞（原則1名）を選定し表彰
・情報交換会（予定）
・閉会の辞  次年度大会長（平山　和宏・東京大学）

事　業　計　画　内　容

1．当財団倫理規程に則り、利益相反、研究結果の公表規範に関する規定の遵守
について検討し、必要な対応をおこなう。

学術委員会Ⅱ
翌年度学会
特別講演者
シンポジスト

一般演題募集要領
など決定

原則年1回開催

学術委員会Ⅱ
●2021年学術集会特別
講演者、シンポジスト決

定
⚫ 一般演題募集要領
⚫ 座長等、当日の役割

分担の決定
⚫ 開催案内パンフ内容

の決定と発送

学術委員会III

⚫ 2027年学術集会
一般講演プログラ
ムと座長の決定

⚫ 準備状況確認

2023年度
学術集会開催

6月27日, 28日

学術委員会Ⅱ
翌年度学会
特別講演者
シンポジスト

一般演題募集要領
など決定

学術委員会 I

⚫ 2023年度学術集会の
総括

⚫ 2024年度学会大会
長の学術集会構想の
提案（大会会場・日
時・テーマ・特別講
演・シンポジウム案な
ど）

⚫ 2023年度の大会長の
紹介

学術委員会Ⅱ

●2024年学術集会特別

講演者、シンポジスト決

定

⚫ 一般演題募集要領

⚫ 座長等、当日の役割

分担の決定

⚫ 開催案内パンフ内容
の決定と発送

学術委員会Ⅱ
翌年度学会
特別講演者
シンポジスト

一般演題募集要領
など決定

学術委員会Ⅱ
●2021年学術集会特別
講演者、シンポジスト決

定
⚫ 一般演題募集要領
⚫ 座長等、当日の役割

分担の決定
⚫ 開催案内パンフ内容

の決定と発送

2026年度
30回学術集会開催

6月9日, 10日

学術委員会Ⅱ
翌年度学会
特別講演者
シンポジスト

一般演題募集要領
など決定

学術委員会 I

⚫ 2026年度学術集会の
総括

⚫ 2027年度学術集会
大会長の紹介

⚫ 2027年度大会長の
学術集会構想の提案
（開催形式・会場・日
時・テーマ・特別講
演・シンポジウム案な
ど）

学術委員会Ⅱ

●2027年学術集会特別

講演者、シンポジスト決

定

⚫ 一般演題募集要領

⚫ 座長等、当日の役割

分担の決定
⚫ 開催案内パンフ内容

の決定と発送
⚫ 2028年度の大会長候

補の検討
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II.　事業計画－ 3

執行
担当 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

選
　
考
　
委
　
員
　
会

3. その他事業
1)腸内細菌学会研究奨励賞候補者の募集
　研究振興の一環として腸内細菌学会研究奨励賞を該当者に授与し、当該研究
領域の発展を促す一助とする。1999 年に創設し、2025年までに53名に授与して
いる。近年応募も順調に推移しておりその傾向が今後も継続するように本賞に
対する周知度向上を図る。公募方法の見直し等を含めて検討を続け、昨年度よ
り「基礎部門」と「臨床・応用部門」についての募集を行い、より広い分野の
研究者からの応募を求めることとした。本事業は当財団の重要な公益事業の一
つと位置づけている。

2) 国際化の推進
　当財団は、日本の学術のみならず世界の学術に貢献し、その成果が近い将来
世界中の健康社会構築に結び付くという理念のもと、国内はもとより常にグ
ローバルな視点から、学術活動を推進していくこととしている。2026年度は、
「ISAPP（International Scientific Association for Probiotics and
Prebiotics) Annual Meeting」が東京で開催されることから、2025年度理事会
でこれに協賛することを決定した（BMFH 3学会合同）。開催に向けた準備とし
て、学術委員会、及び同委員会から指名された若干名の委員が実務対応に当た
る。

事　業　計　画　内　容

常
務
理
事
会
／
企
画
総
務
国
際
委
員
会
／
総
務
局

第24回腸内細菌学会
で2019年度の受賞者
（1名）を表彰

第30回腸内細菌学会
で2025年度の受賞者
（2名）表彰と受賞講演

2026年度

選考委員会

常務理事会

審議決定、 選考結

果アナウンス

2026年度
候補者募集要項の

アナウンス

ISAPP東京
（10/6-8)
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III.　事業補強計画

執行
担当 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

　

 

2)サステナブルな役員体制の構築
　当財団では、Diversity進展、ジェンダーバランスの改善、世代交代につい
て、2022年度に「役員の世代交代を目的とした任期制、定年制の導入（新規
則）」が決定されたが、一方で、任期満了後の後継者の選定方法が明確ではな
い。明文化の是非はあるが、公益財団としての使命を果たすべく、サステナブ
ルかつ公平な役員体制の維持に向けて対応策の検討を進める。

事　業　計　画　内　容

常
務
理
事
会
　
／
　
企
画
総
務
国
際
委
員
会
　
／
　
　
総
務
局

1. 財団事業の普及・発展による公益性の向上
　食品と免疫、腸内菌叢と免疫、この二つの主要課題への関心は高く、いずれ
も宿主の免疫機構を介した健康の増進あるいはその回復、維持に関わるもので
あり、それぞれの研究成果は共通し、あるいは相補うものである。それらは
「宿主と微生物との共生」というコンセプトに基づく研究領域へと拡大し、関
係の研究者は広範囲に及んでいる。それは栄養学、免疫学、細菌学などといっ
た個別的な範囲内での考察を超え、多領域からの関心が寄せられるライフサイ
エンスという共通の視点で語られるようになり、統合的にハイブリッドサイエ
ンスとも言える。一方、研究手法における近年の動物愛護などの社会的影響を
踏まえるとともに、当財団が設立の当初から堅持してきた学際的且つ産学共同
で事業に取り組むという運営上の基本方針を認識し、主要事業を通じて関係情
報発信の活発化と成果発表の場の提供の拡大を図り、関係大学、研究機関、企
業の研究者の関心を高め、財団事業の公益性向上に努めていく。

2.財団支援体制の強化
1)特別会員、団体会員、個人会員増対策
　当財団の事業活動はそれに賛同し、協力いただく会員各位からの支援によっ
て支えられている。これは、財団事業の継続においても欠かせない重要な支援
であるため、今後も十分に応え得る事業内容であるように充実を図る必要があ
る。そのため、学術普及、情報発信を通じて、さらなる新規会員の加入推進を
図っていく。

3)会員管理システムの運用
　2024年度に採用が決定された会員管理のためのクラウドシステム（「学会バ
ンク」）について、実務運用を開始し、管理の効率化を図る。


